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第１章 はじめに 

 

成東駅南側周辺まちづくり協議会では、今年度、（仮称）成東駅前観光交流センター（以

下、「本施設」といいます。）を、市民やまちづくり団体等の様々な活動で広く活用できるよ

うにするため、本施設の活用方法とオープンに向けた検討を行ってきました。 

この度、その成果を「（仮称）成東駅前観光交流センター運営計画に関する提言」として

取りまとめましたので、市に対して提言いたします。 

つきましては、市におかれましても、この提言を踏まえた本施設の開設に努められますよ

う要望いたします。 

 

＜協議会の検討経緯＞ 

年 度 検討内容 

平成 24 年度 まちづくりのテーマを決定 

①まちづくりテーマ 

 
市民のつながりにより人々の交流による賑わ

い、山武の魅力・観光、山武の歴史・文化を伝
える景観、住む人、訪れる人へのやさしさを生
み出す空間をめざします。 

平成 25 年度 
まちづくりテーマの実現に向けた 

“街なみ・デザインのイメージ” 

①街並み景観形成の配慮事項（案） 

②駅前広場のデザイン案の検討 

平成 26 年度 
まちづくりテーマの実現に向けた 

“駅前の交流のあり方” 

①駅前広場のデザイン案の確定 

②駅前広場整備をきっかけとした交流のあり方 

平成 27 年度 
まちづくりテーマの実現に向けた 

“駅前の交流を実践” 

①駅前広場整備をきっかけとした交流のあり方

（まとめ） 

②駅前広場整備をきっかけとした交流の実践

（社会実験の実施） 

平成 28 年度 
まちづくりテーマの実現に向けた 

“駅前の交流を進展” 

①成東今昔物語 写真展開催 

②（仮称）成東駅前観光交流センターの 

活用方法とオープンに向けた検討 

③協議会活動の総括 

 

  



2 

１．成東駅南側周辺まちづくり協議会の構成 

成東駅南側まちづくり協議会は、まちづくりを考える一般市民、地権者及び関係権利者、

地元区長、観光協会、商工会及び、建築・都市計画分野に造詣が深い有識者から構成されて

おります。 

当協議会は、原則として、市民全員を会員として考えており、協議会に常時参加していた

だく常任会員と、適宜、議論をサポートしていただく一般会員から成り立っています。 

会議は原則公開とし、成東駅周辺の将来を考えている方ならどなたでも参加できる組織と

しております。 

 

２．平成 28年度協議会の検討経緯 

「（仮称）成東駅前観光交流センター運営計画」については、平成 28 年度第２回協議会

から検討をはじめ、第５回協議会でとりまとめを行いました。 

 

＜平成 28 年度協議会の検討経緯＞ 

回 数 議 題 

第 1 回 

平成 28 年 6 月 19 日 
平成 28 年度の活動内容の検討 

第 2 回 

平成 28 年 7 月 24 日 

（仮称）成東駅前観光交流センターの設計結果と運営計画骨子について

協議 

平成 28 年 9 月・10 月 市内まちづくり団体の需要把握調査の実施 

第 3 回 

平成 28 年 10 月 23 日 
市内まちづくり団体の需要把握調査結果について協議 

第４回 

平成 28 年 12 月 4 日 

（仮称）成東駅前観光交流センターの運営計画の提言書構成案について

協議 

第５回 

平成 29 年 1 月 29 日 
（仮称）成東駅前観光交流センターの運営計画の提言書案について協議 
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第２章 提 言 

 

１．（仮称）成東駅前観光交流センターの役割 

多くの市民が緩やかに運営に携わり、市の資源や潜在力を活かした観光情報発信や来訪者

と地域の方との交流による賑わいを創出する施設として、ふるさと九十九里の玄関及び駅前

活性化の拠点となることを要望 

 

平成 27 年度に協議会が提言した「第 4 回 成東駅南側周辺まちづくりに関する提言～駅前広場整

備をきっかけとした交流のあり方～」（以下、「第 4 回提言書」といいます。）では、平成 24 年度に検

討したまちづくりテーマ「ホッと さんむ～ふるさと九十九里の玄関～」に即した観光を通じた交流

の実現のために、本施設へ、以下の事項を期待しています。 

・山武市全体の魅力を発信する場 

・観光客だけでなく、地域の方々や通勤・通学者が気軽に立ち寄り、交流することができる場 

・多くの市民が緩やかに運営に携わり、山武の魅力を伝える場 

これに即し、本施設には、多くの市民が緩やかに運営に携わり、市の資源や潜在力を活かした観光

情報発信や来訪者と地域の方との交流による賑わいを創出する施設として、ふるさと九十九里の玄関

及び駅前活性化の拠点となることを要望します。 
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２．事業展開 

 

（１）観光情報や交流活動等の情報発信 

・地域情報の蓄積・発信（観光情報、特産品情報、飲食情報、本施設周辺の駐車場の位置、

観光施設等のバリアフリー情報等） 

・本施設で展開されている活動紹介及び今後の予定の発信 

市には、のどかな風景と豊かな自然があります。歴史・文化資源、様々な特産品があります。成東

駅を訪れる誰もが、気軽にこれらの地域情報を収集でき、興味や関心を一層高められるよう、常に新

しい情報を集積し、市全体の魅力を発信していくことを要望します。また、来館者が事前に本施設周

辺の駐車場の位置や、観光施設等のバリアフリー化の状況を知ることができるよう、ホームページ等

で情報発信をすることを要望します。 

さらに、市には、様々な市民団体が存在しており、本施設で展開されるこれら団体の活動の紹介や

今後予定されているイベント等を利用者に伝え、活動への参加を促進することを要望します。 

【第 4 回提言書作成の際に頂いたご意見】 

 

 

（２）市民や団体の交流活動の支援 

・交流活動を市内全体に広げるための支援 

・観光客、市民、通勤・通学者等が互いに交流しやすく居心地の良い空間の創出 

市民の交流活動を成東駅周辺から市内全体に展開できるよう、市内のあらゆる分野で活躍する団体

の活動や経験、知識をつなげるなど、活動を支援することを要望します。 

また、市外から訪れる観光客、地域の方々、通勤・通学者等が気軽に立ち寄り、交流することがで

きる場となるよう、利用者のニーズに応え利用者にとって居心地の良い空間とすることを要望します。 

【第 4 回提言書作成の際に頂いたご意見】 
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（３）未来の担い手育成 

・未来の山武市を支える担い手（学生、交流活動の参加者）の育成 

 

市民の自発的な学びの場を提供し、未来の山武市を支える担い手となる学生や、地域のまちづく

りに関心がある交流活動の参加者を育て、継続的な地域づくりを進めることを要望します。 

 

 

３．事業構成 

 

（１）観光案内事業（1階：観光案内フロア、事務室） 

・市内の観光施設等の案内や PR の実施 

・Wi-Fi等による観光情報提供（一定の利用時間制限等をもうけることが考えられる。） 

 

山武市観光協会により、苺狩りや海水浴などの市内観光施設等や各種イベント等の観光情報の案内

を実施していくことを要望します。 

また、来訪者を増やすため、山武市観光協会、市、各施設、諸団体等と情報共有、連携しながら PR

を実施し、市の魅力を再発見できるような取り組みを実施していくことを要望します。 

さらに、近年増加傾向にある訪日外国人や観光客のニーズに応えるため、Wi-Fi 環境整備やレンタサ

イクルなど、最新の観光動向を積極的に収集し、反映することを要望します。 
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（２）交流事業（1階：待合所、2階：フリースペース、会議室） 

・待合所と NPO 法人やボランティア団体等の活動の場として活用 

・駅前の利点を活かし、市内外の人が交流できるような事業の実施 

・市内の各種団体や商店街等と連携した地域イベントの開催 

・インターネット接続環境等の提供 

 

１階は、主に成東駅利用者のための待合所として自由に利用できる環境を提

供し、２階は、NPO 法人やボランティア団体等が活動する場として提供するこ

とを要望します。 

また、駅前の立地を活かし、市内の各種団体や商店街、教育機関、公共交通

等と連携した多彩なジャンルの活動やイベントを展開し、市内外の人が交流で

きるような取り組みを実施することで、賑わいの創出と駅前周辺の活性化を図

っていくこと要望します。 

なお、これらの活動にあたり、インターネット接続環境の提供を要望します。 

 

 

 

 

 

 

（３）学習支援事業（2階：フリースペース、会議室） 

・平日の夕方における学生の学習の場を提供 

・地域住民に対してのまちづくり学習の場を提供 

 

本施設の利用者に対して、平日の夕方、学生の終業時間に合わせて 2 階（フ

リースペース、会議室）を開放し、学生の自習スペースの場を提供することを

要望します。 

また、小規模な講演会や講習会などを実施する地域住民のまちづくり学習の

場を提供することを要望します。 
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４．管理計画 

 

（１）開館日 

1 月 4 日～12 月 28 日（ただし、保守点検・市主催事業等の際、臨時休館あり） 

 

・本施設は、駅前に立地しており、待合所や観光案内所などの機能を担うことや、アンケート・ヒア

リング調査において土・日・祝日の利用を希望する団体が多いことから、開館日は、「1 月 4 日～

12 月 28 日」とすることを要望します。 

・また、本施設の保守点検や、市主催の事業の実施を想定し、ただし書きとして、「ただし、保守点検・

市主催事業等の際、臨時休館あり」を記載することを要望します。 

・なお、休館日となる 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始については、質の良いサービスやおもてな

しを念頭に、観光案内のみを行うなど、運営を進める中で、年末年始の管理運営について、十分に

検討し、今後の運営に反映させることを要望します。 

 

 

（２）開館時間・閉館時間 

開館時間：午前 9 時 

閉館時間：午後 8 時（観光案内事業：午後 4 時（苺・海水浴シーズン：午後 4 時 30 分）） 

ただし、あらかじめ管理者の施設利用の許可を受けたときは、午後 10 時まで延長する

ことができる。 

 

・開館時間は、現在、観光案内を実施しているわが街ご案内処の開館時間に準じて「午前 9 時」とす

ることを要望します。 

・閉館時間は、国土交通省の平成 22 年大都市交通センサス首都圏報告書記載の夕方のピーク時間を

踏まえ、「午後 8 時」とすることを要望します。 

・まれにある夜間利用に対応するため、あららぎ館の施行規則と同様、あらかじめ管理者の施設利用

の許可を受けたときは、午後 10 時まで延長することができるようにすることを要望します。 

・なお、観光案内事業の閉館時間は、わが街ご案内処の閉館時間に準じて設定することを要望します。 
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（３）貸出し部分の明確化 

① 利用料金 

市内他施設に準じた料金設定 

・利用料金は、市内の他の施設が有料であることから、本施設も有料とし、市内の他の施設の料金設

定に準じて、設定することを要望します。 

・減免措置は、市内の他の施設に準じて、公共目的や災害対応時などの減免措置を設定することを要

望します。 

 

② 予約方法・予約受付期間 

予約方法  ：先着順 

予約受付期間： 

・市内に居住又は勤務する者：3 ヶ月前の月の 1 日から 3 日前まで 

・それ以外の者：2 ヶ月前の月の 1 日から３日前まで 

・予約方法は、市内の他の施設の予約方法に準じ、先着順とすることを要望します。 

・予約受付期間は、年間申し込みなどまとめて予約ができると新たな団体が予約できなくなり、公平

性に欠けることから、市内の他の施設の予約受付期間に準じ、市内に居住又は勤務する者を優先し、

「3 ヶ月前から」の受付が適当と考えます。 

・なお、予約受付期間は、わかりやすくするため、「3 ヶ月前の月の 1 日から」とすることを要望しま

す。（参考例：1 月 29 日に予約をしたい場合、10 月 1 日から予約可能） 

 

③ スペースを占有しない PR や展覧会の掲示料金・掲示期間 

掲示料金：無料 

掲示期間：ポスター・貼り紙は１ヶ月間、その他展示物は 2 週間 

掲示場所の利用者は、以下の事項を遵守しなければならない。 

・掲示物の内容について、あらかじめ管理者の承認を得ること。 

・掲示期間中の掲示物の管理責任を負うこと。 

・掲示期間が終了したときは、速やかに掲示物を撤去すること。 

なお、前項に違反した場合、管理者は、掲示物を撤去・処分することができる。 

・掲示料金は、ポスターや貼り紙等を掲示しても、そのスペースを他の目的で利用できることから、

展覧会のようにスペースを占有しない限り、無料とすることを要望します。 

・ポスターや貼り紙の掲示期間は、千葉県屋外広告物条例施行規則に準じ、「１ヶ月以内」とすること

を要望します。その他展示物の掲示期間は、松戸市や船橋市の駅周辺の掲示物の掲示期間に準じ、「2

週間」とすることを要望します。 

・本施設は、中高生等の利用も想定され、掲示物の内容が公序良俗に反する場合や、政治活動、選挙

活動又は宗教活動に係わる場合に備え、掲示する場合は、その内容について、あらかじめ管理者の

承認を得ることを要望します。 
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・また、掲示期間中に掲示物が破損・汚損した場合、管理者が責任を負うことはできないため、利用

者が、掲示期間中の掲示物の管理責任を負うことを要望します。 

・加えて、掲示期間終了後も、掲示物が撤去されない場合、次の利用者が掲示できないことから、掲

示期間が終了したときは、利用者は、速やかに掲示物を撤去することとし、撤去されない場合は、

管理者が掲示物を撤去・処分できるようにすることを要望します。 

・なお、スペースを占有する場合は、そのスペースの「① 利用料金」に準じた掲示料金とすること

が適していると考えます。 

 

 

（４）利用の制限 

建物や設備、備品の破損、公序良俗に反する行為、政治活動、選挙活動、宗教活動または

これらに類似する行為の利用制限 

 

・市内の他の施設の利用の制限に準じて、「建物や設備、備品の破損、公序良俗に反する行為、政治活

動、選挙運動、宗教活動またはこれらに類似する行為」とすることを要望します。 

 

 

（５）禁止事項 

飲酒・喫煙・販売（ただし、管理者が認めるものは例外とする） 

 

・市内の他の施設の禁止事項を踏まえ、「飲酒」、「喫煙」は禁止事項とすることを要望します。 

・また、本施設は、公共施設であり営利目的の物販は適さないため、本施設内での「販売」も原則禁

止とすることを要望します。 

・しかし、本施設の事業展開を踏まえ、公益目的の観光情報発信となる SUN ムシくんグッズ等の販

売については認める必要があるため、販売のみ、「管理者が認めるものは、例外とする」ことを要望

します。 

・なお、アンケート・ヒアリング調査では、本施設での食、物産の販売を希望する団体が多くあり、

運営をしていく中で、販売希望者があらわれることが想定されます。販売については、近隣の空き

店舗を活用するなど、本施設と周辺地域が連携し、地域の活性化に繋げる仕組みを検討することを

要望します。 
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５．運営に向けて 

 

（１）愛称募集 

・公募等による本施設の愛称募集 

 

・開館前の広報宣伝活動の一環として、多くの方々に本施設への愛着感や親近感、参加意識を持って

もらうために公募等で愛称募集をすることを要望します。 

 

 

（２）事業展開 

・広報紙やホームページ等を用いた話題づくりと利用者づくり 

 

・市内外の方や活動団体に本施設を知って頂き、より多くの方に広く利用して頂くために、広報誌や

ホームページ等を用いた話題づくりと利用者づくりを要望します。 

・また、ホームページを活用し、予約状況や利用状況を発信することを要望します。 

 

 

（３）（仮称）成東駅前観光交流センター設置管理条例及び施行規則制定 

・「４．管理計画」に係る事項の条例及び施行規則として制定 

 

・本施設の運営に係る事項を条例及び施行規則として制定することで、継続的に市として取り組んで

頂くことを要望します。 

 

 

（４）事業評価 

・事業展開に沿った事業が実施されたか、どのような事業の効果があったかを検証 

 

・事業展開に沿った事業が実施されたか、どのような事業の効果があったかを検証し、その検証結果

を今後実施する事業に反映し、より良い事業を実施していくことを要望します。 

・また、管理計画についても、運営を進めていく中で、改善の必要性があれば、適宜、検証し、改定

を行うことを要望します。 

・なお、これらの検証を行う主体を、今後、検討していく必要があると考えます。 
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参考資料１．協議会出席者一覧 

 

氏 名 所 属 等 

中谷 正人 学識経験（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

齋藤 伊久太郎 学識経験（ﾊﾞｲｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

根本 綱造 地 元（常任会員） 

小川 千洋 地 元（常任会員） 

鈴木 義博 地 元（常任会員） 

宇井 正巳 一 般（常任会員） 

岩澤 洋一 地元区長（常任会員） 

大髙 衛 商工会（常任会員） 

浪川 朝博 観光協会（会長） 

岩井 久江  

宇津木 重信  

開発 哲夫  

高橋 照美  

田澤 信  

土屋 文孝  

松山 益二  

芳賀 良子  

佐藤 隆士  

三𣘺 和彦  

土屋 文孝  

平川 とし子  

髙橋 咲 学生 

佐藤 一彦 観光協会（事務局長） 

加瀬 英男 わがまち活性課 

堺 裕司 わがまち活性課 
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参考資料２．まちづくり協議会ニュース 

【平成 28 年度分】 

・第 25 号（平成 28 年 7 月発行） 

・第 26 号（平成 28 年 10 月発行） 

・第 27 号（平成 28 年 11 月発行） 

・第 28 号（平成 29 年 1 月発行） 

・第 29 号（平成 29 年 2 月発行予定） 
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参考資料３．市内まちづくり団体需要把握結果報告 
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